
 

                       

                              

県
組
合
理
事
会
が
２
月
26
日

（
月
）
に
組
合
事
務
所
で
開
か
れ
、

次
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

①
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
に
つ
い
て 

②
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）

承
認
に
つ
い
て 

③
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限

度
額
承
認
に
つ
い
て 

④
振
興
事
業
計
画
の
変
更
認
定
申

請
に
つ
い
て 

⑤
講
師
認
定
委
員
会
か
ら
の
報
告

に
つ
い
て 

⑥
そ
の
他
報
告
事
項
（
生
衛
業
地

域
活
性
化
連
携
事
業
に
か
か
る
報

告
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
生
活

衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月
間
と

衛
生
水
準
の
確
保
・
向
上
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
29
年
度
全
理
連
共

済
加
入
促
進
運
動
に
か
か
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
当
選
者
に
つ
い
て
） 

 

事
業
計
画
（
案
） 

■
総
務
部 

①
表
彰
事
業
の
実
施 

②
組
合
員
の
動
向
把
握 

③
関
連
業
界
等
と
の
情
報
交
換
を

図
る 

④
顧
問
弁
護
士
制
度
の
継
続 

⑤
事
業
担
当
（
組
合
取
扱
商
品
の

販
売
・
充
実
を
図
る
。
組
合
・
組

合
員
の
収
益
に
つ
な
が
る
新
事
業

の
開
拓
。
事
業
担
当
部
長
会
の
開

催
） 

■
教
育
部 

①
各
種
競
技
大
会
の
参
加
と
開
催

（
第
68
回
石
川
県
理
容
競
技
大

会
、
第
66
回
東
海
北
陸
理
容
競
技

大
会
、
第
70
回
全
国
理
容
競
技
大

会
） 

②
各
種
講
習
会
の
開
催 

③
毛
髪
相
談
室
の
運
営 

④
組
合
講
師
認
承
講
習
会
の
受
講 

⑤
教
育
部
長
会
議
の
開
催 

⑥
石
川
県
組
合
講
師
会
の
開
催 

⑦
競
技
大
会
出
場
選
手
の
育
成
な

ら
び
に
大
会
出
場
選
手
強
化
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
実
施 

➇
理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協

力 ■
組
織
部 

①
組
織
部
合
同
会
議
の
開
催 

②
新
規
開
業
者
、
未
加
入
者
へ
の

組
合
加
入
促
進 

③
理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

と
実
施 

④
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施 

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催 ⑥
標
準
営
業
約
款
へ
の
加
入
と
再

登
録
の
促
進 

⑦
全
理
連
理
容
師
２
０
１
８
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
業
界
振
興
論
文
応
募
の

呼
び
か
け 

⑧
青
年
部
、
女
性
部
の
活
動
と
促

進 ■
共
済
部 

①
共
済
事
業
に
関
す
る
一
切
の
事

項 ②
共
済
担
当
者
会
議
の
開
催 

③
共
済
説
明
会 

④
共
済
情
報
の
発
信 

⑤
成
人
病
検
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）

の
推
進 

⑥
支
部
理
容
師
共
済
会
連
絡
会
議

の
開
催
協
力 

■
情
報
セ
ン
タ
ー 

①
広
報
事
業
の
実
施
（
機
関
紙「
理

容
い
し
か
わ
」
の
発
行
、
Ｉ
Ｒ
Ｋ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
と
管
理
、

お
客
様
向
け
情
報
発
信
サ
イ
ト

「e-toco.club

」の
充
実
と
管
理 

②
組
織
内
外
の
情
報
の
収
集
と
発

信 ③
苦
情
相
談
窓
口
の
対
応
と
管
理 

④
情
報
セ
ン
タ
ー
委
員
会
の
開
催 

■
企
画
室 

①
生
衛
業
地
域
活
性
化
連
携
事
業

に
関
す
る
検
討
と
実
施 

②
企
画
部
長
会
議
の
開
催 

③
そ
の
他
必
要
事
項
の
検
討 
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理事会 

平
成
30
年
度 

事
業
計
画(

案)

、
予
算(

案)

を
審
議 
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平
成
29
年
度
全
理
連
共
済
加

入
促
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、
４

月
１
日
～
12
月
１
日
の
間
に
火

災
共
済
、
団
体
生
命
共
済（
小
型
）
、

療
養
補
償
共
済
（
所
得
・
医
療
） 

                  

           
で
新
規
ま
た
は
増
口
・
増
額
加
入

者
を
獲
得
し
た
石
川
県
組
合
の
金

沢
、
加
賀
、
能
登
の
３
支
部
へ
、

全
理
連
理
事
長
よ
り
感
謝
状
と
副

賞
（
商
品
券
）
が
贈
ら
れ
た
。 

                  

           

こ
れ
は
、
県
組
合
が
昨
年
末
に

行
な
っ
た
「
共
済
加
入
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
お
い
て
の
３
支
部

の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
。 

                  

    

▽
石
川
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
理
事
長
表
彰 

行
野 

欣
也 

（
金
沢
・
６
部
） 

宮
本 

一
茂 

（
能
登
・
七
鹿
） 

葛
野 

英
之 

（
加
賀
・
小
松
） 

        

県
理
容
政
治
連
盟
が 

国
会
陳
情 

県
理
容
政
治
連
盟
（
長
田
實
会

長
）
の
役
職
員
10
名
が
２
月
５
日

（
月
）、東
京
の
参
議
院
議
員
会
館

会
議
室
で
、
訪
問
福
祉
理
容
推
進

の
た
め
に
地
元
選
出
国
会
議
員
に

陳
情
し
た
。 

滝
本
さ
ん
に 

表 

彰 

状 

80
歳
以
上
の 

現
役
店
主
を
讃
え
る 

全
理
連
「
理
容
師
法
制
定
70
年

記
念
事
業
」
で
、
組
合
並
び
に
業

界
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
80
歳
以
上
の
現
役
店

主
を
讃
え
る
「
標
準
表
彰
」
に
、

石
川
県
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
た
滝

本
克
氏
（
金
沢
５
部
）
へ
、
理
事

会
会
場
で
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

（
写
真
） 

ま
た
、
80
歳
以
上
の
現
役
店
主

へ
の
「
高
齢
現
役
理
容
師
賀
詞
の

賞
」
に
推
薦
さ
れ
た
県
組
合
の
49

氏
に
は
、
各
地
区
部
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
た
。 

              

平
成
29
年
度 

全
理
連
共
済
加
入
促
進
運
動 

加
入
者
獲
得
で 

県
３
支
部
に
感
謝
状
贈
呈 

 
表 

 

彰 
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組
合
員
に
有
利
な 

融
資
制
度 

「振興事業貸付」活用のポイント 

～組合員向けの融資制度を賢く活用しよう～ 

 「振興事業貸付」は、生活衛生営業者の振興を目的として創設された日本政策金融

公庫の融資制度です。公的な融資制度を上手に活用して経営にお役立てください。 

＜融資制度の概要＞ 

お使いみち 設備資金 運転資金 

融資額 １億５,０００万円以内 ５,７００万円以内 

返済期間 ２０年以内 ７年以内 

主な利率 

【特別利率Ｃ】 【基準利率】 

組合から一定の会計書類の準備や事業計画の確認を受けた
方は、利率が 0.15％（年利）引き下げとなります。 

条件 組合が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要 

ここがポイント！ 

 

 

 

 
 

ご不明な点は県理容組合事務局へ ☎０７６－２３２－２３６２ 

固定金利で長期の返済にも

対応可能。保証協会を利用

しないため、保証料の支払

いも不要です。 

組合事務局は、手続き（資金

証明書の発行）にあたって、

決算書等の確認による経営内

容のチェックは行いません。 
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あ
る
日
、
初
め
て
来
店
さ
れ
た 

若
者
に
顔
剃
り
の
際
「
眉
の
下
は 

ど
う
し
ま
す
か
？
」
と
声
を
掛
け 

た
ら
「
大
丈
夫
で
す
」
の
返
事
。 

意
思
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
の
で
今 

度
は
「
眉
の
下
は
剃
り
ま
す
か
」 

と
聞
く
と
再
び
「
大
丈
夫
で
す
」。 

 

こ
の
「
大
丈
夫
で
す
」
を
始
め 

「
マ
ジ
」
「
ヤ
バ
イ
」
等
の
言
葉 

が
若
者
の
間
に
蔓
延
し
て
い
る
。 

問
い
か
け
の
内
容
に
関
係
な
く
使 

わ
れ
る
の
で
忖
度
が
求
め
ら
れ
る 

 

が
、
彼
ら
は
言
葉
で
な
く
映
像
の 

感
覚
で
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

今
の
若
者
達
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス 

マ
ホ
を
生
活
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と 

し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
実
情
は 

日
常
を
ス
マ
ホ
に
支
配
さ
れ
、
そ 

の
中
で
生
活
し
て
い
る
。 

 

彼
ら
は
我
々
ア
ナ
ロ
グ
人
間
と 

違
い
、
現
実
と
虚
像
の
世
界
を
自 

在
に
行
き
来
す
る
不
思
議
な
存
在

な
の
で
あ
る
。 （

理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

マ
ジ
ヤ
バ
イ
そ
れ
は
あ
な
た
の
事
で
し
ょ
う 第 34 回通常総会、第 60 回通常総代会 

■日時 ５月２１日（月）午前 10時 

■場所 県地場産業振興センター 
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『
変
化
を
パ
ワ
ー
に
』  

      

金
沢
支
部
の
運
営
に
格
別
な
ご

協
力
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
誠

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

世
界
は
、

急
速
に
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
流
れ
の
波
は
、
私
達
の
業
界

に
も
及
ん
で
来
る
こ
と
は
不
可
避

で
す
。
ど
ん
な
時
代
に
な
ろ
う
と

も
、
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
は
組
織
の
命
運
を
左
右
す
る
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。 

支
部
を

お
預
か
り
し
て
二
期
目
に
入
り
ま

す
が
、
こ
こ
ま
で
執
行
部
一
丸
と

な
っ
て
、
組
合
費
自
動
振
替
の
導

入
、1

0
5

8
4
5

1
0

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
は
じ
め
、
組
合
員
の
皆
様
、
消

費
者
の
方
々
に
向
け
て
、
プ
ラ
ス

に
変
容
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
組
織
内
外
の
課
題
に

向
け
て
対
処
し
て
い
く
所
存
で
ご 

     

ざ
い
ま
す
。
現
実
的
な
課
題
と
し

て
、
減
少
す
る
組
合
員
は
組
織
の

弱
体
化
に
つ
な
が
り
、
対
外
的
に

も
組
織
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
支
部

再
編
も
考
慮
し
ど
ん
な
カ
タ
チ
が

良
い
の
か
、
皆
様
と
知
恵
を
出
し

合
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
良
さ
を
前

向
き
に
パ
ワ
ー
に
変
え
、
課
題
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。
ま
た
、

政
府
が
打
ち
出
し
て
い
る
働
き
方

改
革
に
も
あ
る
よ
う
に
、
仕
事
の

在
り
様
も
考
慮
し
、
新
し
い
バ
ー

バ
ー
像
を
描
き
、
技
術
は
勿
論
、

店
舗
の
在
り
方
、
意
欲
あ
る
ス
タ

ッ
フ
に
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
、

消
費
者
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
業

界
を
目
指
す
こ
と
が
不
可
欠
で
し

ょ
う
。 

こ
の
組
織
は
、
組
合
員
の

皆
様
で
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

お
一
人
お
一
人
が
当
事
者
で
あ
り
、

責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
変

化
を
作
っ
て
行
く
意
識
を
持
つ
こ

と
も
肝
要
で
す
。
こ
の
組
織
の「
伝

統
と
革
新
」
を
念
頭
に
置
き
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
を
持
ち
、
時
代
の

変
化
に
で
き
る
限
り
ア
ジ
ャ
ス
ト

対
応
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻 

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

６

部 

新

年

会 
 

１
月
29
日
（
月
）
18
時
半
～

こ
の
花
寿
司
に
て
、
大
雪
の
為
除

雪
で
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
、
20
名
の

参
加
で
、
美
味
し
い
料
理
と
お
酒

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

（
通
信
・
米
田
広
宣
） 

決

算

部

長

会 

３
月
26
日
（
月
）
17
時
30
分 

よ
り
、
金
沢
支
部
各
部
の
部
長
を

迎
え
、
金
沢
支
部
決
算
部
会
が
、

《
新
橋
こ
う
や
》
で
行
わ
れ
た
。 

各
担
当
部
長
よ
り
29
年
度
の

活
動
報
告
、
補
足
説
明
が
、
地
区

部
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

              

役

員

慰

労

会 

３
月
26
日
（
月
）
18
時
よ
り 

金
沢
支
部
決
算
部
会
後
に
、
金
沢 

支
部
役
員
慰
労
会
が
《
新
橋
こ
う 

や
》
で
行
わ
れ
た
。
各
地
区
部
長

様
、
１
年
間
の
組
合
行
事
の
活
動

に
ご
協
力
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

                         

物

故

者

追

善

法

要 

 

平
成
29
年
度
に
亡
く
な
ら
れ

た
支
部
組
合
員
、
家
族
の
方
々
の

遺
徳
を
偲
ぶ
追
善
法
要
が
、
３
月

26
日
（
月
）
16
時
よ
り
圓
徳
寺

（
金
沢
市
里
見
町
３
）
に
て
、
ご

遺
族
方
々
の
参
列
で
行
わ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

沢
村
勝
美
（
１
東
）
前
組
合
員 

平
井
純
子
（
４
部
）
同
居
家
族 

山
下
哲
雄
（
１
西
）
組
合
員 

山
科
俊
志
（
１
中
）
同
居
家
族 

末
津
正
樹
（
７
部
）
同
居
家
族 

金
田
愛
子
（
６
部
）
同
居
家
族 

手
塚
正
一
（
６
部
）
組
合
員 

                  

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 

 

金沢支部長 行野 欣也 
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支
部
役
員
会 

第
４
回
能
登
支
部
役
員
会
は
２

月
１８
（
日
）
、
和
倉
温
泉
海
望
に

て
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
１２
名
。

平
成
２９
年
度
事
業
報
告
で
は
各

部
か
ら
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
結
果
、
健

康
体
操
た
い
く
る
、
講
習
会
、
ラ

ン
チ
de
交
流
会
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
３０
年
度
年

間
行
事
予
定
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。 

                

     

理
容
体
験 

３
月
１２
日
（
月
）
、
志
賀
高
校

で
理
容
体
験
課
外
授
業
（
参
加
生

徒 

男
子
１
名
、
女
子
２
名
）
が

行
わ
れ
た
。
講
師
は
小
伏
脇
奈
都

子
氏
・
三
宅
善
仁
氏
・
江
下
敏
満

氏
の
３
名
。 

前
半
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
『
理
容
師
に
成
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
』
、『
女
性
理
容
師
と
男
性
客

と
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
感
覚
の
違
い

と
対
処
』
、
『
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
た

ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
』
を
小
伏
脇
氏 

               

               が
３０
分
講
演
し
た
。
後
半
は
理
容

の
道
具
を
全
部
使
っ
た
実
技
体
験
、

生
徒
か
ら
は
『
こ
ん
な
ア
イ
ロ
ン

の
使
い
方
が
あ
る
の
で
す
ね
』
、

『
鋏
を
し
っ
か
り
使
う
に
は
指
が

攣
り
ま
す
ね
』
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、言
葉
よ
り
先
に『
イ
テ
テ
テ
』

と
声
を
あ
げ
る
生
徒
の
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
も
凄
か
っ
た
。
熱
中
の
あ
ま

り
終
了
時
間
を
３０
分
オ
ー
バ
ー

し
て
し
ま
っ
た
。
生
徒
３
名
は
も

と
も
と
美
容
志
望
、
女
子
２
名
は

最
後
ま
で
考
え
は
変
わ
ら
ず
も
男

子
１
名
は
『
考
え
て
み
て
も

…
？
？
？
』
と
頭
を
傾
け
て
い
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
高
校
２
年
生
、

『
先
生
に
は
も
う
１
度
チ
ャ
ン
ス

を
』
と
お
願
い
し
て
き
た
。 

（
通
信
・
近
藤
秀
司
） 

                                  

                                  

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 
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丹
保
委
員
長
よ
り
報
告 

平
成
30
年
度
の
加
賀
支
部
長

選
任
選
挙
に
あ
た
り
、
支
部
監
事

及
び
各
地
区
監
事
に
よ
る
選
挙
管

理
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
委

員
長
に
丹
保
俊
憲
氏
（
石
川
）、
副

委
員
長
に
廣
田
明
氏(

小
松)

が
着

任
。
選
挙
に
向
け
て
準
備
を
進
め

立
候
補
者
を
募
っ
て
頂
い
た
が
、

申
し
出
が
な
く
立
候
補
受
付
を
締

切
っ
た
。 

４
月
16
日
（
月
）
開
催
の
新
年

度
総
会
に
て
、
支
部
長
選
任
の
結

果
に
つ
い
て
丹
保
選
挙
管
理
委
員 

      

長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
承
認
を
得 

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

各
地
区
が 

総
会
開
く 

●
小
松
地
区

小
松
地
区
は
３
月
18
日
（
日
）

粟
津
温
泉
「
の
と
や
」
に
於
い
て 

平
成
30
年
度
総
会
を
開
催
し
、
議

案
が
審
議
さ
れ
た
。 

 

総
会
後
は
、
地
区
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
楽
し
い
懇
親
会
と
な

っ
た
。 
 
 
 

（
通
信
・
中
村
） 

            

●
石
川
地
区 

石
川
地
区
定
期
総
会
が
３
月

26
日
（
月
）
、
白
山
市
「
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
白
山
」
に
19
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
「
千
代
」

で
懇
親
会
を
開
き
、
掃
除
機
や
肉
、

米
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
親

睦
を
深
め
た
。 

              

●
加
賀
地
区 

加
賀
地
区
総
会
は
３
月
29
日

（
木
）
夜
、
近
年
の
組
合
員
減
少

に
伴
い
組
織
の
簡
素
化
を
図
り
、

初
め
て
平
日
開
催
と
し
た
。 

 

「
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
力
を
結

集
し
、
色
ん
な
活
動
に
繋
が
る
組

織
で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
地
区
部

長
が
挨
拶
し
た
後
、
議
案
審
議
に

入
り
滞
り
な
く
終
了
し
た
。 

            

●
能
美
地
区 

 

平
成
29
年
度
能
美
地
区
事
業

報
告
会
が
３
月
５
日
（
月
）
、
能
美

市
寺
井
町
の
「
さ
ら
い
」
に
於
い

て
、
店
主
18
名
の
出
席
で
開
催
し 

             

て
議
案
を
審
議
し
た
。
新
し
い
役

員
も
決
定
し
た
。（
通
信
・
宮
本
） 

           

●
鶴
来
地
区 

鶴
来
地
区
は
３
月
４
日
（
日
）、

粟
津
温
泉
料
亭
懐
石
「
の
と
や
」 

で
総
会
を
開
催
し
、
７
名
が
出
席

し
た
。
事
業
及
び
決
算
報
告
な
ど

の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。 

             

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

支
部
長
に
現
職
の  

田
畑 

豪 

氏 
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編 
集 

閑 

談 
▼
長
き
に
亘
り
情
報
セ
ン
タ
ー
の

御
世
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が

今
期
を
も
っ
て
退
く
事
に
な
り
ま

し
た
！
沓
編
集
長
を
は
じ
め
「
理

容
い
し
か
わ
」
担
当
の
皆
さ
ん
や 

                          

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
の
皆
さ
ん
、

情
報
セ
ン
タ
ー
に
携
わ
っ
て
頂
い

た
多
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
組

合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
情
報
セ

ン
タ
ー
へ
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 
 

（
市
川
正
明
） 

                          

▼
新
社
会
人
と
な
る
次
男
が
車
を

購
入
し
た
。
そ
こ
で
私
の
２０
等
級

の
保
険
が
子
供
に
変
更
、
私
は
新

規
で
保
険
加
入
（
等
級
は
７
Ｓ
）
。

子
供
は
２０
等
級
な
の
に
保
険
料

は
車
両
保
険
込
み
で
年
額
１０
万

円
。
も
し
こ
れ
が
新
規
加
入
だ
っ

た
ら
と
思
う
と
…
給
料
の
少
な
い

新
社
会
人
に
と
っ
て
は
痛
い
出
費
。

２１
歳
に
な
っ
て
年
齢
制
限
変
更

ま
で
は
我
慢
で
す
ね
！（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

          

（
青
山
幸
雄
） 

▼
春
ら
ん
ま
ん
。
こ
の
季
節
は
ぜ

ひ
外
へ
出
掛
け
よ
う
。
地
図
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
歩
く
の
も
楽

し
い
。
お
気
に
入
り
の
場
所
や
小

さ
な
春
を
見
つ
け
る
と
き
っ
と
感

動
す
る
だ
ろ
う
。
想
像
と
発
見
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
春
の
や
さ
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。 

市
川
さ
ん
、
長
い
間
お
疲
れ
様

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！ 

 
 
 
 
 

（
沓
智
之
） 

                                  

                 

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 


